
『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・21頁 第3章 史跡の現状と課題 第2節 史跡の概要と現状 3. 現在までの調査概要 (4) 松根城跡地区の発掘調査
成果 6～8行目を修正

・24頁 第3章 史跡の現状と課題 第4節 現状 3. 小原越地区 小原越地区の現状 3項目を修正

・『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』の修正箇所は下記のとおりです。保存活用計画の修正の反映とあわせて、整備計画の
中間見直しを行い、修正するものです。

・文言の修正を行います。

（修正前）
小原越との関係については、これまで想定されていな

かった尾根筋で旧小原越と考えられる道跡を発見したこと
から、大堀切で遮断されていると判断される。これによっ
て、今後は加越国境城跡群を検討する際には、「街道封
鎖」を念頭に置くことが必要となった。

（修正後）
小原越との関係については、これまで想定されていな

かった尾根筋で旧小原越と考えられる道跡を発見したこ
とから、大堀切で遮断されていると判断される。これに
よって、今後は加越国境城跡群を検討する際には、「街
道封鎖」を念頭に置くことが必要となった。また、大堀
切内の移動を遮断する土塁の存在も発掘調査で明らかに
なり、全国的に珍しい遺構であることが判明した。

（修正前）
・植林の倒木処理による丸太が、堀などに放置されてい

る。

（修正後）
・植林の倒木処理による丸太が放置されている。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・26頁 第4章 基本理念と基本方針 第1節 基本理念 28行目～31行目を修正

・27頁 第4章 基本理念と基本方針 第2節 基本テーマ ③ 景観を修正

（修正前）
建物復元などの立体整備は過度に行わず、AR・VRなど

のデジタル技術を活用して、現況の遺構形状をそのまま見
ることで、往事の臨場感を体感できるような整備とする。

（修正後）
建物復元などの立体整備は遺構に影響の無いような復

元を実施し、ARやVRなどのデジタル技術を活用して、
現況の遺構形状をそのまま見ることで、往事の臨場感を
体感できるような整備とする。

（修正前）
③景観

遺構の残り具合が非常に良好であることが本史跡の大き
な特徴の一つであり、当時の山城景観を体感することがで
きる。部分的な立体復元及びデジタル技術を採用し、眺望
で述べたのぼり旗と併せて、戦国時代の景観を楽しむこと
ができる。

（修正後）
③景観

遺構の残り具合が非常に良好であることが本史跡の大き
な特徴の一つであり、遺構を見せることで、当時の山城景
観を体感することができる。部分的な立体復元及びデジタ
ル技術を採用し、眺望で述べたのぼり旗と併せて、戦国時
代の景観を楽しむことができる。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・27頁 第4章 基本理念と基本方針 第3節 基本方針 1. 保存・活用の基本方針 一番下の表を修正

・28頁 第4章 基本理念と基本方針 第3節 基本方針 2. 整備基本方針 【活用】 22～23行目、30～31行目を修正

（修正前）
城郭の構造や城郭と道の関係を理解するための遊歩道整備
を実施する。

（修正後）
城郭の構造や城郭と道の関係を理解するための遺構復元や
遊歩道整備を実施する。

（修正前） （修正後）

（修正前）
基本的には現況遺構を見学できるような整備を実施し、立
体的な復元は、ＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）や
ＶＲ（Virtual Reality：仮想現実）で補う。

（修正後）
基本的には現況遺構を見学できるような整備を実施する。
また、遺構に影響の無いよう必要最低限の復元を実施し、
ＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）やＶＲ（Virtual 
Reality：仮想現実）と併用する。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・34頁 第5章 整備基本計画 第2節 地区別ゾーニング・動線計画 第14図 松根城跡地区ゾーニング図を修正

（修正前） （修正後）

大堀切の散策動線の変更



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・36頁 第5章 整備基本計画 第3節 整備計画 第16図 整備計画フローを修正

（修正前） （修正後）

大
堀
切

を
追
記

（修正前）
活②
ストーリー性の創出

（修正後）
活②
理解の促進



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・40頁 第5章 整備基本計画 第3節 整備計画 2. 松根城跡地区 6～7行目を修正

（修正前）
眺望点付近及び南側大堀切の城側には、のぼり旗を設置し、
景観演出を図る。

（修正後）
眺望点付近及び南側大堀切の城側には、のぼり旗を設置し、
景観演出を図る。大堀切は遺構の保存を図りつつ史跡の特
徴的な遺構を視認できるよう、立体復元を行う。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・40頁 第5章 整備基本計画 第3節 整備計画 2. 松根城跡地区 第19図 松根城跡地区整備計画図を修正



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・53頁 第5章 整備基本計画 第4節 整備項目 10. 立体復元 (3) のぼり旗の後ろに(4) 大堀切を追加
（追加）
（４）大堀切
・広く大堀切を周知する手段として、大堀切や周辺の園路整備、

サイン整備に加え、大堀切の立体復元を行い、遺構の保存を図
りつつ視覚的に遺構の機能や特徴を表現する必要がある。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・59頁 第5章 整備基本計画 第6節 事業実施計画 4行目を修正

（修正前）
そこで、整備項目を「第１期」と「第２期」の2段階に区
分し、効率的に事業を推進する。

（修正後）
そこで、整備項目を「第１期」と「第２期」の2 段階

に区分し、効率的に事業を推進する。また、第１期事業
計画期間終了時に進捗と効果の検証を行い、第２期に反
映させる等、中間見直しを行う。第２期事業についても
2027年度を目途に検証を行う。



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・59頁 第5章 整備基本計画 第6節 事業実施計画 第5表 第1期事業実施スケジュール（案）を総括

(2015) (2016) (2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

松根城跡
切山城跡
小原越

04.雑草（下草）の処理
09.案内・解説施設の設置
12.杉林の整理

04.雑草（下草）の処理
09.案内・解説施設の設置
12.杉林の整理
02.法面の修復
03.丸太・倒木の撤去

切
山
城
跡

小
原
越

用地取得

保存活用計画
整備基本計画
測量・発掘調査
基本・実施設計
地元交渉

02.法面の修復
03.丸太・倒木の撤去
04.雑草（下草）の処理
09.案内・解説施設の設置
12.杉林の整理
01.残土の撤去
02.法面の修復
03.丸太・倒木の撤去

整備期間（第1期）地
区

共
通

松
根
城
跡

事業項目

史跡説明板 史跡標柱

史跡標柱史跡説明板

史跡標柱
史跡説明版

史跡説明板



『国指定史跡 加越国境城跡群及び道 整備基本計画書』修正箇所

・60頁 第5章 整備基本計画 第6節 事業実施計画 第6表 第2期事業実施スケジュール（案）を中間見直し

(2023) (2024) (2025) (2026) (2027) （2028以降)

松根城跡
切山城跡
小原越

小
原
越

02.法面の修復
05.侵入防止柵の設置

07.散策広場の設置

11.デジタル復元

13.駐車場の設置

08.管理・休養施設の設置

12.杉林の整理

06.散策路の設置

切
山
城
跡

02.法面の修復
05.侵入防止柵の設置

07.散策広場の設置

11.デジタル復元
12.杉林の整理
13.駐車場の設置

08.管理・休養施設の設置

06.散策路の設置

10.立体復元

松
根
城
跡

05.侵入防止柵の設置
06.散策路の設置
07.散策広場の設置
08.管理・休養施設の設置

13.駐車場の設置

10.立体復元
11.デジタル復元
12.杉林の整理

09.案内・解説施設の設置

地
区

事業項目
整備期間（第1期）

共
通

測量・発掘調査
基本・実施設計
地元交渉

用地取得


